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本日の内容

1.当院でのてんかん診療への取り組み
2.てんかん地域医療連携について
3.移⾏期医療について（現状と今後の取り組み）
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茨城県内
てんかんセンター
分布

筑波⼤学附属病院

⼟浦協同病院
土浦協同病院 2015年~
筑波大学附属病院 2018年〜
2020年１０月 茨城県診療拠点機関



筑波大学附属病院てんかんセンター
診療体制

•設備
• 長期ビデオ脳波モニタリング 
（2009年~）
• 2013年 脳外科2床、小児科2床

• 3T-MRI, 核医学、PET-CT（筑波画像セン
ター連携）

• f-MRI, WADAテスト、脳機能マッ
ピング
• てんかん外科

• 焦点切除、多脳葉離断、脳梁離断、
VNS



てんかんセンター・診療拠点機関の活動意義
•診療する科は、⼩児科、精神科、神経内科、脳神経外科と複数科にまた
がる
•この数10年間に以下の変⾰があった
• 複数の新規抗てんかん薬が発売
• 外科的治療のEvidenceの積み上げ
• てんかんの治療だけでなく、発達、精神状態にも配慮した診療
• Transition・⾼齢化の問題への対応

•単⼀科診療のみで完結できなくなり、治療困難例に対する専⾨施設の診
療が望まれている状態

•専⾨治療：てんかんの確定診断、難治てんかんの治療
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筑波大学附属病院てんかんセンター支援拠点まで

てんかんセンター発⾜
茨城県てんかん⽀援拠点

機関認定

•２０１９年 てんかんセンター⽴ち上げ
•２０２０年 茨城県てんかん⽀援拠点機関
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コーディネーター業務

• 今まで茨城県内には不特定の患者に対
するてんかん診療の窓口がなく、県内で
患者が診療を希望する際に適切な医療
相談窓口がなかった。

• コーディネーターの設置により、令和５年
度には当院てんかんセンターホームペー
ジにお問い合わせフォームを開設。患者、
家族などから相談事業を行なうことがで
きるようになった。
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相談件数と内容

受診相談(セカンドオ
ピニオン含む)
⽀援学校について

運転について
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紅液が届くまでの目安
交養試験なしすべ
索解凍） 10分

税別巻から

60分
入手出来次第

脳外用
お問い合わせ

患者
さん
専用
回線

医療
機関
から
のご
相談

直接
のお
問合
せ

患者さん専用回線

 029-853-7668（ガイダ
ンス案内）
詳細はこちら

http://www.hosp.tsukuba.ac.jp/kanjatel.html

医療機関からのご相談・その他
のご連絡

 029-853-3900

かかりつけでない患者さん・ご
家族から

てんかんセンターへの直接のお
問合せ

かかりつけでない患者さん・ご家族からてんか
んセンターへのお問い合わせにつきましては、
以下のお問い合わせフォームにご記入の上、送
信してください。
お問合せの内容によって回答に時間が掛かった
り、回答できないこともありますのでご了承く
ださい。

なお本フォームは、患者さんの緊急対応や救急
搬送などについての問い合わせはできません。
これらに関しましては、医療機関を通じてお問

合せください。

また、質問内容に応じてメールなどでご返信す
るか直接電話にてご返信するか、こちらで判断
させていただきますので、メールアドレスおよ
び電話番号の記載を宜しくお願い致します。

氏名
必須 氏名

お住いの
都道府県

必須

お住いの
市町村

必須
お住いの市町村を入力してください

メールア
ドレス

必須
メールアドレス

メールア
ドレス
（確認）

必須

確認用メールアドレス

電話番号
必須 例）000-000-0000, 00000000000

件名
必須 記入例：○○について

お問い合
わせ内容

必須
お問い合わせ内容

個人情報の利用目的・取
り扱いについて

本お問い合わせフォームにご記入いた
だいた個人情報について、利用目的と
取り扱い方法を以下に記載いたします
ので、ご確認いただきますようお願い
申し上げます。

お問い合わせに対する回答や、お問い
合わせ内容について詳しくお聞きする
など、業務上の連絡を取るため。

ご記入いただいた個人情報につきまし
ては、管理責任者を定めて、紛失や漏
洩が発生しないように努めます。ご記
入いただいた個人情報は、上記の利用
目的のみに使用し、第三者に提供する

ことはございません。
個人情報の取り扱いに関するお問い合
わせにつきましては、下記までご連絡
ください。
筑波大学附属病院 てんかんセンター

 個人情報の利用目的・取り扱いに同意
する

確認画面へ進む

選択してください

個人情報の利用目的

個人情報の取り扱い

筑波大学附属病院 てんかんセンター
難治てんかんの包括的な診断・治療そしてケアを視野に改善を目指します
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トップ  てんかんとは  診療の流れ  外来医師担当表  スタッフ

診療実績  学術業績  NEWS  アクセス  お問い合わせ

An error occurred

Please try again later

Contact Support Close
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コーディネーター業務 ホームページ
県内専門医診療リスト



てんかん地域連携

•県内 医療者ネットワークの構築
•啓発活動
•市民公開講座
•パープルデー



診療拠点機関と地域連携の構築
茨城県てんかん治療医療連携協議会

筑波⼤学附属病院
てんかんセンター

患者会
（波の会） ⾏政（市⺠） 医療者

茨城てんかん診療ネッ
トワーク（病院）

立案・承認

実行



診療拠点機関と地域連携の構築
茨城県てんかん治療医療連携協議会

筑波⼤学附属病院
てんかんセンター

患者会
（波の会） ⾏政（市⺠） 医療者

茨城県てんかん診療
ネットワーク（病院）

立案・承認

実行

茨城県てんかん診療ネットワーク
• 県内病院の連携を行うための医療者を代表す
る会

• 各地域に応じた対応・取り決めを行うため
• 各医療圏のニーズ・解決法を探る
• 小医療圏ずつ開催
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6 e は
プルデー

一人で闘わないで
てんかんが起きても、 たくさんの治療法が
あります。 治療により、 多くの方が日常生
活を元気に継続できます。 発作が2年以上

落ち着けば、 運転免許も取得できます。 仕
事や趣味をあきらめる必要はありません。

パー プルデーは、 てんかんを持つ人を応援す
るためのイベントです。 カナダに住む一人の
女の子、 キャシディ ー・ メー ガンさんが始め
たこのキャンペーンは、 いまや世界中に賛同
の輪が広がっています。 この8、 世界各国の
人が、 てんかんをもつ人への応援のメッセー

ジを込めて「紫色のもの」を身につけます。
みなさんも紫色のものを身につけて応援して
みませんか。

てんかんとは？

問診が最も重要です
補助的に脳波•MRIなど

を行います

SPECTなど

GOAL自分らしい日常生活

一緒に闘ってくれる仲間（医療者）をみつ
けませんか？てんかんの事をよく知って、
みんなで、 応援しませんか？

脳は、 体やこころの動きを

司っている臓器です。 様々な

原因により、 脳の神経細胞が急に過剰に活
動してしまうことで、 自分で自分の意識

や、 体の動き、 感覚をコントロールできな

くなってしまいます。

原因は様々です

てんかんの原因は、 先天性の脳の異常だけで

なく、 脳炎、 外傷、 感染症、 代謝性の異常、
脳卒中、 脳腫瘍など様々です。 後天的にもな
り得ますし、 ほとんどは遺伝性の疾患ではあ

りません。 100人に1人に起こる身近な疾
恵です。 いつ発作が起きるか分からないた

め、 rてんかんのある人はいつも恐怖の中

闘っています」。
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茨城県内医療連携の調査（Transition含め）

序　論
　てんかんは有病率が約１％と頻度の高い疾患で，
てんかん診療は小児科，脳神経外科，脳神経内科，
精神科などの様々な診療科で行われている。その
ため多くの地域でどの医療機関がてんかんの専門
的な診療を行っているのか把握されにくい状況が
生じ，てんかん患者に適切な診療が十分に提供で
きていない可能性が指摘されていた１）。また，一
般医療機関・医師にてんかんに関する診療・情報
などが届きにくく，適切な治療が行われにくい環
境にあった。
　このような状況を踏まえ，我が国では，2015年
度から「てんかん地域診療連携体制整備事業」が
開始され，地域で柱となる専門医療機関を整備す
ること，また，てんかん患者・家族が安心して地
域で生活できるようになるため，治療に携わる診
療科間，多職種（保健所，教育機関等）間の連携
強化が図られている１）。
　2019年８月に筑波大学附属病院てんかんセン
ターが設立され，2021年４月に当センターが茨城
県のてんかん支援拠点病院に認定されて以降，主
に薬剤抵抗性てんかん（適切な抗てんかん薬を２
剤使用しても発作が持続しているてんかん）患者
を対象とした内科外科含めた包括的治療，地域に
おける診療連携体制の構築，一次二次診療医の教
育，社会啓発活動を行ってきた。今回，一地方県
である茨城県内のてんかん診療の課題やニーズを
明らかにし，将来の問題解決につなげることを目
的とし，同県におけるてんかん診療の実態調査を
実施したので報告する。

方　法
　てんかん診療に携わる茨城県内で勤務する医
師を調査対象とした。調査にはWebアンケート
サービス（Google Forms）を使用し，実態調査は，
回答者の背景，所属医療機関の診療体制，診療連
携，移行期医療に関する質問と自由記載欄から構
成された質問内容とした。各医療機関へ依頼文書
を郵送後，リマインドメールを送信して繰り返し
調査への協力を依頼した。アンケートの回答期間
は2023年３月１日から４月30日とした。

結　果
１）背景，診療体制
　本調査では，県内199の医療機関もしくは診
療科へ協力を依頼し，69名（35％），計49施設
から回答を得た（図１）。回答者の専門診療科
は小児科，脳神経外科，脳神経内科，精神科の
順に多かった。所属医療機関はクリニックから
単科病院，総合病院，てんかんセンターと幅広
く，県内すべての二次保健医療圏の医師から回
答を得ることができた。
　実施可能な検査，治療についての質問項目に
対しては，多くの医療機関で血液検査，脳波検
査，頭部画像検査（CT，MRIなど）は実施可
能だった。一方で長時間ビデオ脳波モニタリン
グ検査は４施設（筑波大学附属病院，茨城県立
医療大学付属病院，茨城県立こども病院，土浦
協同病院），てんかん外科治療は２施設（筑波
大学附属病院，土浦協同病院）のみで実施可能
であった。

茨城県におけるてんかん診療の実態調査

学術・生涯教育関係の頁 ［症例検討・論文など］

所属： 1）茨城てんかん診療ネットワーク　2）日立総合病院 小児科　3）筑波大学附属病院てんかんセンター
　　　　　4）筑波大学医学医療系 小児科　5）筑波大学医学医療系 脳神経外科
著者：平木　彰佳1,2），榎園　崇1,3,4），増田　洋亮1,3,5），高田　英俊3,4），石川　栄一1,3,5）

２）診療連携
　続いて，てんかんの診療連携に関する質問項
目（図２）に関しては，「①－１）てんかん重
積発作時の患者を貴院で対応は可能か？」の質
問に対し，「常に対応可能」を選択した回答者
が43％と最多であった。搬送する医療機関は明
確であるという回答は52％であったが，自由記
載欄では，急性期の診療連携体制の整備を求め
る意見があった。「②－１）薬剤抵抗性てんか
んの患者をどのように対応するか？」の質問に
対しては，専門医療機関へ紹介するという回答
が55％と最多であり，自施設で診療するという
回答は32％であった。紹介する医療機関は明確
であるとする回答は74％であったが，その一方
で，自由記載欄で，専門医が少なく予約がとり
づらい，受診待機期間が長すぎるという声も寄
せられた。「③－１）神経発達症もしくは精神
疾患を合併している患者はどのように対応して
いるか？」の質問に対しては，必要時は他施設
へ紹介するという回答が50％と最多であった。
紹介可能な医療機関は明確であるとする回答は
67％であった。「④－１）専門医療機関との連
携体制があれば，てんかん患者の診療を引き受
けることが可能か？」の質問に対しては，「可能」

と「条件付きで可能」という回答を合計すると
96％であった。条件として，緊急時は専門機関
が担当という回答が48％であった。

３）移行期医療
　次にてんかんの移行期医療に関する質問項目
（図３）に関しては，小児科医師への「⑤－１）
16歳以上のてんかん患者の診療方針」において，
「適切な時期に成人診療科へ紹介する」という
回答が68％を占めた。移行時期の目安について
は，様々な見解があり，必ずしも中学卒業時や
高校卒業時などの一定の時期はなかった。紹介
可能な医療機関は明確でないとする回答が65％
を占め，自由記載欄でも成人診療科への移行先
が不明確である，という声が多数寄せられた。
また，成人診療科医師に「⑥－１）小児期発症
のてんかん患者の診療を引き受けることが可能
か？」という質問項目に関しては，「可能」と「条

【図１】
　回答者（合計69名，49医療機関）

【図２】
　診療連携に関する質問・回答（N：回答者数，*：複数選択可の質問）
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茨城県内医療連携の調査（Transition含め）

２）診療連携
　続いて，てんかんの診療連携に関する質問項
目（図２）に関しては，「①－１）てんかん重
積発作時の患者を貴院で対応は可能か？」の質
問に対し，「常に対応可能」を選択した回答者
が43％と最多であった。搬送する医療機関は明
確であるという回答は52％であったが，自由記
載欄では，急性期の診療連携体制の整備を求め
る意見があった。「②－１）薬剤抵抗性てんか
んの患者をどのように対応するか？」の質問に
対しては，専門医療機関へ紹介するという回答
が55％と最多であり，自施設で診療するという
回答は32％であった。紹介する医療機関は明確
であるとする回答は74％であったが，その一方
で，自由記載欄で，専門医が少なく予約がとり
づらい，受診待機期間が長すぎるという声も寄
せられた。「③－１）神経発達症もしくは精神
疾患を合併している患者はどのように対応して
いるか？」の質問に対しては，必要時は他施設
へ紹介するという回答が50％と最多であった。
紹介可能な医療機関は明確であるとする回答は
67％であった。「④－１）専門医療機関との連
携体制があれば，てんかん患者の診療を引き受
けることが可能か？」の質問に対しては，「可能」

と「条件付きで可能」という回答を合計すると
96％であった。条件として，緊急時は専門機関
が担当という回答が48％であった。

３）移行期医療
　次にてんかんの移行期医療に関する質問項目
（図３）に関しては，小児科医師への「⑤－１）
16歳以上のてんかん患者の診療方針」において，
「適切な時期に成人診療科へ紹介する」という
回答が68％を占めた。移行時期の目安について
は，様々な見解があり，必ずしも中学卒業時や
高校卒業時などの一定の時期はなかった。紹介
可能な医療機関は明確でないとする回答が65％
を占め，自由記載欄でも成人診療科への移行先
が不明確である，という声が多数寄せられた。
また，成人診療科医師に「⑥－１）小児期発症
のてんかん患者の診療を引き受けることが可能
か？」という質問項目に関しては，「可能」と「条

【図１】
　回答者（合計69名，49医療機関）

【図２】
　診療連携に関する質問・回答（N：回答者数，*：複数選択可の質問）

件付きで可能」という回答を合計すると97％で
あった。その条件としては，発作が十分に抑制
されていること（40％），専門機関との併診体
制があること（28％）という回答が多かった。

考　察
　今回の実態調査では，県内すべての二次保健医
療圏から，様々な背景の医師から回答を頂き，県
内の幅広い意見を集約することができた。
　診療体制については，長時間ビデオ脳波モニタ
リング検査やてんかん外科治療などの専門性の高
い診療は，県内の限られた医療機関でのみ実施可
能であることが分かった。
　診療連携については，薬剤抵抗性てんかんにつ
いては，診療可能な専門医療機関の認識が明瞭と
する回答が74％と，我々の想定より高めであった。
一方で，急性期対応であるてんかん重積発作時の
診療連携は対応不能あるいは搬送先の施設が不明
確とする回答が多く，今後の重要な課題である。
2015年に国際抗てんかん連盟は，強直間代発作重
積状態では緊急治療を開始すべき時間は５分，後
遺障害を残す可能性が予測される時間は30分と提
唱している２）。緊急時に迅速かつ十分な医療が提
供できるように，病院間の診療連携体制をあらか
じめ構築することが重要と考えられる。さらには，
神経発達症もしくは精神疾患を有するてんかん患
者の診療連携と，どの医療機関で対応可能かの情
報共有についても，今後の重要な課題であると考

えられた。
　移行期医療については，今回の結果において移
行時期や無条件に受け入れ可能な成人診療科の医
師割合に関して大いに改善の余地があることがわ
かった。小児期発症のてんかん患者のうち約40～
50％は成人期も治療継続が必要である３）と言わ
れている。一般的に小児科から成人診療科への移
行のタイミングは遅くなりがちである４）。移行に
おいては，成人特有の疾患への対応ができない，
成人患者が小児科病棟に入院できない等の多くの
問題に直面することがある５）ため，送り出し側
の小児科医師が事前に患者や家族に繰り返し説明
を行い，積極的かつ具体的に移行を進めることが
望ましい。受け手側の成人診療科医師にとっては，
てんかん発作が十分に抑制されており，専門医療
機関との併診体制があれば，患者の診療を引き受
けやすいことが分かった。薬剤抵抗性てんかんの
患者の移行においては，事前カンファレンスを
行った上でかかりつけ医と専門医療機関との連携
体制を維持し，緊急時に円滑に相談できる，必要
時は専門機関で高度な診療を提供できるようにす
る支援体制の形成が必要と言われている６）。当県
における今後の重要な課題であると考えられた。
　自由記載欄では，診療連携においても，移行期
医療においても，紹介先の医療機関が分からない
という意見が多数挙げられた。県内それぞれの医
療機関の診療体制について，どの医療機関で，ど
のような患者を対応可能で，どのような検査や処
置が可能か，今後，情報共有のシステム作りをす
すめていきたい。さらに，専門医療機関の受診待
機期間が長すぎるという声も寄せられたが，その
一因として，専門医療機関の患者数が増加しつつ
あることが挙げられる。専門医療機関の診療で安
定した患者は積極的にかかりつけ医に逆紹介をす
る体制を整備することが，専門医療機関の診療能
力をより有効活用することにつながると考えられ
る７）。今後，てんかん発作が十分に抑制されてお
り，緊急時は専門医療機関が診療を担当するとい
う条件を参考に，逆紹介の体制を整備することが
今後の課題であると考えられた。

【図３】
　移行期医療に関する質問・回答（N：回答者数，*：複数選択可の質問）

神経発達症・精神疾患 連携 Transition

発作が抑制されている・悪化時に連携する２次３次施設が決まっていれば、連携は可能


